
①最新農業技術・品種2018：タマネギ
直播栽培における直下施肥を用いた
リン酸肥料の減肥技術（平成30年）

②北海道農政部：畑作地帯における加工・
業務用たまねぎの直播栽培指針
（令和2年）

③福島県農業総合研究センター：福島県を中心とした被災地域にお
ける営農再開に向けたタマネギの新たな栽培技術（令和3年）

タマネギ直播栽培における直下施肥を用いた
リン酸肥料の減肥技術 

生産

効果

導入の留意点

◎基肥のリン酸施用量を約30％
削減、肥料コストを抑制

方法は、基肥リン酸量の1/3～
1/4（リン酸成分量で約10kg/10a
の過リン酸石灰）を、コート種子
直下約2～4cm（幅3～4cm）へ局
所施用する。残りの基肥（2/3～
3/4のリン酸、窒素及びカリウム）
は、全層施用する。

・種子と肥料の接触は収量減の可能性
種子と肥料が接触する条件では、リン酸施用量が増えるに
つれて出芽が遅延するため、施肥は種子の下方2cm以上の
ギャップを設けて肥料と種子が接触しないように留意する。

その他（価格帯、研究開発・改良、普及の状況）

関連情報

●価格帯

・平床仕様 （施肥播種機）：約130万円
・畦立て仕様（施肥播種機）：約158万円～179万円
＊平床仕様は火山性土壌で効果が高い

●普及の状況
・平床仕様は2015年から、畦立て仕様は2021年から市販

品目：タマネギ（直播栽培）

タマネギ直播栽培において、種子の直下へリン酸施肥
を行うことで、減収することなく、基肥のリン酸施用量
を約30％削減することが可能となる。直下施肥により、
減肥しても効果的に肥料成分の吸収が可能となり、初期
生育が促進される。なお、 減肥+直下施肥では、肥大開
始や倒伏が早まり収量が安定する。

・減肥により生育や肥大開始が遅
れて減収することが 多いが、直
下施肥を行うことで収量は慣行
施肥と同等となる。

・リン酸肥沃度が低い圃場でも直播栽培が可能となり、
作付面積の増加、国内産シェアの拡大に寄与する。

◎リン酸肥沃度が低い火山性土などで効果的

種子

肥料

●施肥播種機械の導入
・播種機械自体は慣行の播
種機であるが、直下施肥
のための施肥機構は北海
道の平床仕様、本州の畦
立て仕様とも開発済。

平床仕様 畦立て仕様
（アグリテクノサ （株式会社
ーチ株式会社より） クボタより）

減肥＋ 慣行施肥
直下施肥

➀ ②

③

市販化

有機農業温室効果ガス 農薬 肥料

技術の概要

https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/433133.pdf
https://www.hro.or.jp/upload/43984/guide_for_direct_sowing_onion_20200513.pdf
https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/pdf/2018kobetuseika/2018_11.pdf
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